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　双曲線状に中心部と周とがみがけすぎてをれば，リング歌の盤で荒直しを

して，後全面盤にもどる．馬面の修羅には遠慮なくピッチを適宜切り取りて

荒直しをなして後に全面盤を用ふべし．

　叉，話が元にもどるが，縞の出様は端を押へるか，中心を押へるかにより，

第七圖の外に第十圖の如く同心圓に出る事もあるが，七圖で糸で二本切れた

ものは，十圖では二本目同心圓になる．一本以下は讃まぬ時は十岡の方がわ

かりよV・が，端数を讃み，叉はうねりを見るには七二の型が讃みよV・，例へ

ば第十一圖は魂呼である．

　Zド面の所要の精度は，ニユ1トン式の斜班としては，中村氏に從へば楕園

長輕に封し四分の一波長，即ち縞二分の一本なり．アメリカの素入式で二分

の一波長縞一本なり．一般光學器用としての標準は八分の一波長．

　2．基準平面を有する時

　三枚すり合はさすとも二枚だけで宜し基準李面でピッチ型をとる・其他同

前，

　次は，私としては新しき試です．帥ちピルキントンの鏡面爾面磨き板硝子

を全々砂ずりを行はす，直に緋柄みがきにかけた・盤は無論基準ZF面で型を

とった．八時聞で完全なる回縛表面になった．回縛面にさへなれば後の仕事

は同前．

　　　　　　　　　　　來年二月14日の南洋の皆既日食へ

　來春二刀南洋ロ1ソプ島で見られる皆既日蝕の襯測のため，日本の天丈學者中，

京大，東大，海軍省を始め各大學よりの総勢約90名が，來春一刀15日軍艦L春『に

便乗して出算するが，京都かbは，上田穣教授，竹田新一郎助教授，上島昇講師，渡

邊敏夫講師及び森山光郎助手，柴田淑次副手のほか，學生2名と職工1名が赴く豫定で

ある・今回の皆既日蝕は，ロiソプ島の時刻にすれば，來年二刀14日午前ユ0時16分18

秒より18分29秒に至る2分1秒間である，特に観測する問題は，アインシタイン効果に

依る星の光線屈曲の襯測であって，今回の皆既蝕は，1936年のそれと共に星の分布が

此の襯測に好都合であり，即ち太陽の周園に光度の割合に高）・星が澤Iliあって，しか

もその分布状態も一様であるのである．口叩の観測に依ると，アインシタイン効果に

ついてはすでに決定的のものであるが，多少観測上違ひのあるところを今回確める豫

定で，機械の準備が＋分ではないが極力槻測を行ふ由・
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i天界新知識
土星の翰の質量

　土星の輪の質量が幾何であるか？　といふ問題は甚だ決定に困難である・土星の多

くの衛星の運動面に衛星の軌道の憂化が，土星の形や・輪の引力によって或る程度

まで支配されてみることは明らかであるt”，今までは・理論上，土星の引力と・輪の

引力とを，別々に切り離して衛星への影響を研究することが不可能であった・中央ロ

シヤのTashkent天文毫のNa　V・】’on・v氏はミマ，エンセラドス，テチス，デオネ，

レァ，チタン等の衛星軌道の近刊黒占の蓮動理論に，G・Stnlve氏の観測結果を用みて，

計算し・結局・輪の質量mは・土星の質量Mに註し

　　　　　　　　　　　　　　　　in　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　M　700
といふ藪値を得た・即ち，mは地球の質量の約8分の一である．〔「FashkcTbt　Jlull．1〕

　　　　　　　　　　　　　Lセラスキ効果「の研究

　攣星の襯1則の如く，二つの星の光輝を眼で比較する場合雨星相互の位置角によっ

て，結果が攣るものであると）・ふことは・先年モスクゾのCerasl〈i氏が螢見したもの

で，“Ceraski効果’■と呼ばれる・儲れは全く観測者の眼の生理作用によるものと見て

好）・・タシケント天文塁のW・W・Scharon・w氏は此のセラスキ効果を研究せんとし，

若干の人工星を種々の位置C・C列べて多くの人々に観察せしめ、R・scnberg氏やGraff

氏の工面した光度計を使用せしめた結果，星の明るさは，位置の都合によIJ　O．3級ほど

にも攣るやうに現はれた・しかし，此の結果からは・何も法則らしいものは見付から

なかった・」又，星の繕鉗の明るさも，結果には影響しないことが分つた・　〔TaShkcnt

llull．　1）

　　　　　　　　セ7アイド三星の研究により銀河自韓と空間吸牧

　米國wns〔m山のA・H・J〔ツ氏が124個のセ7アイド攣星の観線速度から研究した

所によると，空間の門川門門は，キロパーセク（3259光年）毎に0・85光級（爲眞的）であ

り，叉，銀河山鼠の速度はキロバ1セク毎に毎秒18・5キロ，其の巾心は聯繋324．DO，

叉，太陽系の置形軌道速度は毎秒250キPT全周期は240，000，000年である．〔A．S，P．

266）
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　　　　　　　　　　　　　　大熊座ア星は蓮星

　北斗一ヒ星の第一一星epち大熊座Ct星が一微星（9・m5）を件ふ二重星であることは1889年

に故Burnham氏がリク天文毫の大望遠鏡で登見し，β1077と名づけられた．其の後，

1899年にG〕instoclc氏が観測し，其れから近年まで誰も其の伸星を見なかった．今19

33年A｛tken氏が久しぶりに之れを観測し、大略下の如き軌道要素を推定するに至っ

た．

　　週　期　　約43年　　　　軌道の牛長径　　0．”6乃至0！ノ7

　　　　　　　　　　　　　離　　　♂d，　　…e4ミ　　　0．25　，，　0．30

　Schlesing，　er氏のカタログによれば，此の星の1硯差は0／／030だから，止等の星の

　　質量は太陽の　　　　5．O倍及び7・9倍

　　絶封光度は　　　　一〇．7　ク　6．9

叉，固有運動は，RA・238・COの方向へ，毎年0！ノ13，9，つつ，観線速度は毎秒一9Km

である．〔A．S．　P266〕

　　　　　　　　　　　　　　　蓮星軌道の珍獣

　普溢にOΣ4と呼ぶ星は，赤経Ohll・5m，赤緯＋35。56！（1　9・　O　O　：O）即ちアンドロメ座σ

星の西町に，7．m9と8．m6とから成る連星であるが，1917年に　1一一1．　N．　RusseU氏

〔P・A・25，P・668〕が計算した軌道要素が近年の観測と一致しなくなったので，米國

Minnesota大學のW・∫・Luyten氏が計算をし直した所によると，

　　軌道面傾斜　　i・＝0。　　　　軌道の等長経　a＝0．”41

　　近星黒占の位置角　ω＝＝ユ2．5　　　　　ク　　離心傘　　e＝O．543

　　近星黒占通過　　T；1908．0　　　週期　　　 P＝108年
即ち，傾斜が0。で，近星野の経度といふものは定まらない．此の星は年々固有運動が

0／！07，観差は0！！O12（但し，爾星の質量：を太陽の1・4倍及び1．2倍と推定す），紹封

光度は3・M5，4・M2であるから，明らかに綾星である．〔P．　S．　P．266〕

　　　　　　　　　　　早期星849個の覗線速度研究より

　vict。ria天文塁のJ・s・Plaskett墓長田J・A・Pearce氏の研究ecよれば，　o乃至B7

型星849個の覗群速度の研究より，まつKapteynの第二星流につv・て

　向引当はα一8・。2，δ一一20・。1，速度一15・81（呵・ec，4八乗唖絵8．5　Km／・ec．

叉，太陽運動は18・3Km／sec・銀河自韓の中心は銀経320・。6となった．〔A・S　・P・266〕

それから卒均覗差を算出し，下の如き冊封光度が得られた．

O型星

BO－Bl

　B2
B3－B4
］’r5　一B7

55個
88

102

339

255

一3．99級

一3．28

－2．79，

一1．40

－O．96
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星の距離の修正説

　近年数人の点者等の嚢表によると，星辰空間に旗がつてみる物質は光を吸牧する量

が，以前考へられてるたよりも遙に多く，遠》・星の距離は修正を要すると言ふ事であ

る．J・S亡ebbins教授C・M・N’　u’ffer．等は，　W」shburn天：文墓で此研究を行った結果，．

星となって固ってみる物質よりも空間に散ってみる物質の量の方がずっと多）・事を知

った．故に，吾々はこの爲め銀河系の中心を見る事が出來ず，その反封側も見る事が

出來ないのだと言ふ・尤もアンドロメダ星霧と同じ様に考へて射手座附近に於ける暗

黒星霧のために，吾々は銀河系の中心部を見ることが，出來ないのだと言ふ読は已に

唱へられて居る・〔札幌支部月報〕

獲光水青星の分布について

　米國Wils・n山のP・W・MerriU氏の研究によると，

9級以上の早期星は下の如くである．

タイプ
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即ち，B2星が獲光永素線を有つ割合が最も多く，多分5乃至6星のうち1星の割合が眞

に近いだろう・

　うる一般に四光B星の銀河位置は必ずしも簡軍に曹遙のB星と同じでな）・・普通のB

星（殊にBO－B5の輝星）は所謂。地方星置「に集り，太陽に比較的近く，銀河への傾斜

は約15。であって，7・25－8・25級の星に至って此の傾向が清える．Be星では，5．26以上

や5．26－6．25級の星に可なり此の傾向があるが，6．26　一7．25及7．26－8・25級の星には

地方星團の影響は少い．結局，Be星は比較的遠方の星らし）・・光電差は約1級である．

　Be星は，銀纒にも特異な分布があって，多分1⑪乃至12ケ所ばかり特に多く集結す

る地方がある・其の或るものは比較的太陽に近いけれど，他は遠くて，銀河星雲中に

ある・例へば銀纏250。のあたりは一例であるが，此所では13・5級以下の微光星（殊に

16級星）の集結が著しい．叉，ペルセの二重星團附近も同様の傾向がある・微光セブア

イド金星もBe星と相似の分布を示すが，之等は主として雄町星の分布による現象だ

ろう・〔A．S．？．266〕
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米國に新天女蔓

　来國Ohl・州Springtie王d市Wittenburg　C・11egeに，　Edgar　Weaver氏（同州Br・・kville

市在住）の寄附で新天丈ii謹が1931年六月3日に建設された・垂長はH・G・Ha・p敏授

主な器械はL10吋i屈折機（玉はLundin作，マウンテングは　SeUew＆Towner）　と，

7．5糎のGaertner製子午儀である・　目的は天龍學の教育と放鷹とである・　〔P・A・

（1933　Api：）；　A．　S．　1）．　Lt66）

エルキン博士逝く

　前開1ル大學天文絶群W・LElkin博士は去五月29日米國COnnecticut州New　Haven

市で78歳で逓糊した．同氏は1910年まで，ヘリオメ1タで視差恒星の襯測をしたので

有名であった，

木村榮博士の外遊

　水澤（岩手縣）緯度槻測所長木村榮博士は，緯度観測事業親察のため，去六月紳戸出

帆の熟田丸で濠州を訪問せられ，ブリスペイン，シドニ1，ヵンベラ，メルボン，ア

　ヂレイドの各市で大漱迎を受けられ，其の間，カンベラの新天文皇と，アヂレイド

の緯度観測所（水澤の10糎天頂儀を貸耕し，昨年から観測が開始された所）とを訪はれ，

八，月24日，同じ熟田丸で早戸へ蹄着されたが，更に」又，九月16日，早戸th　・iらモンテビ

デオ丸にて南阿南米の諸天野墓を訪問のため出帆された．多分北米合衆國を経て，

來年初蹄馴せられる筈．（本誌151號口糟窩眞を見られよ・）

ビゲロ1女史來朝

　米國Massachusetts州Northampton市のSlnith女子大學天丈垂長Mlss　IL　Bigelow

女史は一ケ年の休暇を利用し，世界漫遊の途，去る九刀20日Empress　of　Canadaで横

濱に來着．各地訪問の後庭28日入洛，＋月5日神戸からEmpres・f　Asiaで上海へ向

け出帆された・京都では花山天文塁を訪問された．

満洲國の中央観測班

　滞洲國新京の南にある歓喜嶺に於ける圖根鮎槻測所では東京天文壼の橋元，宮地

辻技師其他が陸軍の陸地測量部の依頼をうけて地圖製作に重要な圖撫占の緯度輕嵐

方位角などの精密なる襯測に工事した・この項類所は満洲の廣漠たる亭原の中に孤立

し，匪賊も出るので，鐵條綱を緯らされ歩哨数名に守られてみる技師等は，危瞼に曝

されつs：精密な結果を得ることに成功の由・


